


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 施設にいる障害がある人が就労して得る給与は、どの
ようになっているのですか。 
一般の人の給与にあたるものは、工賃という形で支払われ

ますが、返品があったりした場合は工賃にならないんです 

厚生労働省は、障がいがある人の賃金を上げる「工賃倍

増 5 か年計画」を立てて、工賃を上げるような仕事をしな

さいと言っています。実際に、工賃プラス障害年金では暮

らしていけないので、皆さん悩んでいます。グループホー

ムに入るにしても経済的には大変です。工賃をあげていく

ことは、すごく重要な取り組みです。施設には、就労継続

支援 A 型と＊１Ｂ型がありますが、成功しているところで

は、8 万円から 10 万円の給料を支払っている施設もあり

ます。有名なところでは、千葉県で豚を育てて、肉やハム

を販売している会社や、横浜でチョコレートの製造行って

いるところなどがあります。障がいがあるお子さんの給料

を見て愕然とし

た親がて、「これ

では生活できな

い。だったら私が

起業しよう」と言

って、給料を支払

えるような制度

を自分で作った

経営者もいます。 

 
― やっぱり、自分ごととして起業する人がいないと結構
厳しいんですね 
そうなんです。工場の孫請けだけでは暮らせない。意志ある

企業の参入で、流れは変わってきました 

これまでの福祉では、本当に工場の孫請けだから、いく

ら頑張って働いても大したお金にはなりません。1 日 300

円とか、それで暮らせるはずはない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それではいけないと、企業体として施設経営を行う形で、 

給料を出すようになってきました。昔だったら福祉に参入

しない企業が入ってきて、新しい仕事を作るというふうに

はなっています。アート活動をする企業がお金を出すとい

うことも最近ではありますから。 

それぐらい、障がいがある人の仕事や工賃をめぐる価値

観は変わって来たといえます。 

 障がいがある人のアート作品を企業の社内報やシンボル

マークに使い、その対価として報酬を支払う企業もあるし、

障がいがあるアーティストと雇用契約を結んで給料を支払

うという IT 企業も出てきています。 

そういう意味では働き方もすごく変わって来ています。

僕らが 30 年ぐらいずっと地道に活動してきた成果がよう

やく出てきているという感じです。 

 

― でも、そういう企業の参入や思いがある人がいないと
取り組むのは難しいという現実はありますか 

今までは、障がいがある人の適性にあった働き方をなかな

か、提案できなかったんです 

 それこそ、ボールペンの組み立てのような仕事しかなか

った。ですが今は、たとえば胡蝶
こちょう

蘭
らん

の栽培だったら、自閉

症の人は決まった時間に水をやるとか、温度調節をきちん

とやるとか、そういうことはできるわけです。と言うより、

一般の人よりも、厳密にできて、優れています。絵を描く

のもそうだし、チョコレートを作るのもそうだし、すごく

時間はかかっても、厳密に材料をちゃんと計量してやると

か、こうした障がい特性に応じて、それを生かした働き方

を提案できるようになってきました。 

 アート活動は確かに障がいがある人のいろんな特性に合

っているとこ

ろがあって、

どんどん広が

って来ていま

す。自閉症の

人だったら感

覚過敏という

特性がよくあ

ります。聴覚

過敏、触覚過

敏とかね。それが、色や形に対する感受性に反映されて、

魅力的な絵が描けるんです。「アール・ド・ヴィーヴル」に

来ている人も、みんな美術を勉強した人じゃないんです。

みんなここへ来て、初めて絵を描いてる人たちなんです。 

 

― 施設にカフェ「art de vivre」を作った理由は何ですか 
社会の人と交流の場を作らなくちゃいけない 

カフェを作ったのは、交流の場所をちゃんと作らなきゃ

いけないと思ったからです。一般の福祉施設って、社会と

かなり分断されてるんですね。コロナになってからは、一

層そうなっています。なので、誰でも気軽にコーヒーを飲

んだり、障がいがある人たちがそこで働いて、僕がお茶飲

んでいたら、みんな絵を見せに来るという場を作りたかっ

たんです。 

絵について僕は基本的に「教える」ことはしないので、

みんな自分の好き勝手にやっています。好き勝手にできる

環境を作るのがすごく

大切です。逆に人の言う

ことを聞いてばかりい

ても、良い作品にはなら

ない。自分で好きなよう

にできる人がいいんで

す。 

 

― 自分を解放できたり、自由度があるので、描く方もう
れしいでしょうね 

そうなんです。障がいがある人の特性も活かせて、企業も障

がいがある人たちとコミュニケーションをとる方法を体感

できます 

今、企業に作品のリースをしていますが、企業の雰囲気

がガラッと変わります。３ヶ月に一度すべての作品を交換

しているんですけど、かけ替え時には作家本人や障がいが

ある利用者本人が企業に出向くんです。そこで、障がいが

ある人と初めての交流が生まれて、社員の意識が変わって

くる。障がいがある人を雇用したいという企業や福祉施設

で、「社員研修」をすることで、障がいがある人たちとのコ

ミュニケーションを体感し、それを企業に持ち帰ることで、

障がいがある人の雇用を積極的に始めたということもあり

ます。障害がある人の特性を理解してもらえたよい事例と

言えます。 

利用者の作品は、

小田原市内の蒲鉾メ

ーカーの社員食堂や

横浜市にある銀行の

本店、今は県庁や、

県知事室にも展示さ

れています。 

 

 

― カフェに飾られている作品を見ると立体感というか、
額の厚みというか、ほかではみれない展示の仕方ですね 
そうです。展示方法を工夫しています 

 昔だったら、障がいがある人の展覧会って、額がみんな

バラバラで、斜めになっていても誰も気にしない感じだっ

た。それが、「エイブル・アート・ジャパン」が活動し始め

たころ、ある方が言ったのは、「現代アートのように展示し

よう。見るべき価値のある、なにか大切なものがそこにあ

るとわかるように。作品をしっかりと見てもらえるように」

ということでした。30 年ぐらい前の話しですが、僕らが呼

ばれて、そのような展示の仕方で展覧会を開きました。そ

うしたらもう、本当に作品を見る人の目ががらっと変わり

ました。 

― 最後に、障がいがある人のアート活動と今後の行政、
企業との関係のあり方についてお話しください 
エンロールして行こうよ、行政も企業もいっしょにやろうよ

ってことですね 

 僕たちは、現実的に

は企業、行政と一緒に

やらないと社会課題

にも到達できないの

で、「自己満足的に絵

画活動をやっていい

作品ができたよね」で

終わったら意味がな

いんです。 

社会に投げかけて、

その価値がフィードバックされて広がっていくことが大切

です。昔の障がいがある人の活動はどちらかというと対立

軸を作るというか、差別に対して糾弾して行くという運動

がずっと主だったんですが、今はエンロールしていくとい

うか、行政も企業も一緒にやろうよというふうに変わって

きました。対立軸を作って変革しようとするのは限界だっ

たんですよね。 

それよりも行政とも企業とも連携できるところは連携し

て、お互いにコミュニケーションをとっていくと、分かり

合えるところがどんどん増えてくる。そうすると変化して

いく。最初から正しいと思うことだけを主張していたら、

結局相手は、逃げてしまっていた。一緒にやることで企業

や行政の意識も変わっていくことを体感して、活動の仕方

が少しづつ変わってきました。 

 

障がい者アート、アールブリュットの作品のおもしろさや

価値に気づく人が増えている。 

日本の現代アートは、エリート教育から生まれている現

実があります。中学生ぐらいからデッサン教室に通って、

高校に入学して、研究所に通って芸大に入る。その後、海

外留学をして作品を作って、ステップアップして行く。 

そういう人たちによって、アートは生み出されている一

方で、既存の美術や教育、障がいの有無や社会の枠組みを

こえて、独自の世界を創造し続けている人たちがいて、同

じぐらいに、いやそれ以上におもしろい作品がいっぱい生

まれていることも事実です。 

2020 年に開催された「あるがままのアート ー人知れず

表現し続ける者たちー」展では多様性あふれる魅力的な作

品がおおぜいの来場者を集めました。時代は変わってきて

います。 

障がいがある人やアートやアールブリュットの作品のお

もしろさ、価値に気づく。自分に足りないものがここにあ

る、おもしろいと思う。既成概念が変化していく、時代の

ダイナミズムを感じます。 

ウイズコロナ、ポストコロナの時代 

市民活動、ＮＰＯ活動、社会貢献活動は 

どうあるべきか 先駆の人を訪ねて 第７回 

認定 NPO 法人アール・ド・ヴィーヴル/障害福祉サービス事業所アール・ド・

ヴィーヴル（生活介護・就労継続支援 B 型） アートディレクター・理事 

 

 

 

 

 

 

ディレクター・理事 

 

 

中津川浩章（なかつがわ ひろあき）さん  

 

福祉施設でアート活動をするということ 
 

 

 

シリーズ第７回は、前号に引き続き、中津川浩章さんへのインタ

ビューを掲載します。 

前号では、中津川さんが障がいがある人のアートと出会われた

経緯、福祉施設で、アートを仕事とする仕組みを作られることにご

尽力され、そのご経験から、小田原に自ら理事を務められるアート

活動を仕事にでき、作品も展示できるカフェを併設した福祉施設を

立ち上げ、運営されているお話をご紹介しました。今号では、障が

いがある人の適性、特性に合わせた働き方や、企業や行政との連

携のあり方、障がい者アート・アールブリュットの現在の状況など

についてお伺いしました。 

     聞き手は、望月則男、船越英一 2022年４月 14日 

 

＊１障害がある人が一般企業への就職が不安、あるいは困難な場合に、雇用契約を結

ばないで軽作業などの就労訓練をおこなうことが可能な福祉サービスのことを言う 
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編集・文責・写真：船越英一 

アール・ド・ヴィーヴルの建物外の自販機、アートし

てるし、売り上げが寄付される仕組みもついている 

中津川浩章さん 

カフェ「art de vivre」にて 

この可愛いお皿も、施設に通う人がつく

っている 

乾燥棚の作品を見せていただいた 

カフェの壁面いっぱいに展示された作品 

ともいきアートに出品されていた作品 

カフェ「art de vivre」 

流しの壁面に貼られたタイル絵 

②仕事になったアート活動を企業と行政をエンロールして行う !! 

 

 


